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配当方針の変更に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、配当方針の変更について決議いたしましたので、下記のとお

りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．配当方針変更の理由 

当社は、株主の皆様への利益還元の重要性を踏まえ、配当性向 30％を基準に毎期配当を実施する

ことを基本方針としてまいりました。 

また、業績拡大に伴って株主の皆様への利益配当の内容を充実することを利益配当政策の基本と

しております。 

この度、昨今の経営状況を踏まえ、株主の皆様への配当による利益還元のさらなる充実を図るた

め、以下のとおり、配当性向 35％を目標に毎期配当することを基本方針といたします。加えて、配

当のみならず、株価上昇による TSR（株主総利回り）の拡大を重視してまいります。 

 

２．変更内容 

変更前 変更後 

当社は、経営基盤の強化を図るとともに、将

来の事業展開に備えた内部留保を確保しつつ、

配当につきましては、経営成績と財務能力を総

合的に勘案し決定いたしますが、配当性向 30％

を基準に毎期配当していくことを基本方針とし

ております。なお、内部留保資金につきまして

は、経営基盤の強化及び事業拡大を目的とした

中長期的な事業原資として利用していく予定で

あります。 

また、株主に対する利益還元の重要性を踏ま

えた上で、基本方針を継続し、業績向上に伴っ

て株主への利益配当の内容を充実していくこと

当社は、経営基盤の強化を図るとともに、将

来の事業展開に備えた内部留保を確保しつつ、

配当につきましては、経営成績と財務能力を総

合的に勘案し決定いたしますが、配当性向 35％

を目標に毎期配当していくことを基本方針とし

ております。なお、内部留保資金につきまして

は、経営基盤の強化及び事業拡大を目的とした

中長期的な事業原資として利用していく予定で

あります。 

また、株主に対する利益還元の重要性を踏ま

えた上で、基本方針を継続し、業績向上に伴っ

て株主への利益配当の内容を充実していくこと



を利益配当政策の基本といたします。 を利益配当政策の基本といたします。 

加えて、配当のみならず、株価上昇による

TSR（株主総利回り）の拡大を重視してまいり

ます。 

 

３．変更の時期 

2025年 10月期より適用いたします。 

以上 


